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目的 衣料用洗剤は、合成洗剤、粉 石けん。贋合石けんk. 多極測 してい5  が、これら各
種衣料用洗剤 の再汚染に及ir 寸影響について検討 レ 再汚染 の挙動 竃明らかにするこy. を

目的ti  る。

方法　 衣料用洗剤とI ては、市販 の粉石けん' I

洗妾」（n  リん）、J  I S 指標沈剤 のりん分をゼオライト でｉ 換 しTz 洗剤(  J I S  蕉リん洗

剤 ヒ服称 ）1l用い、肌シャツ・衿布･ 靴下鉾<n 天然汚垢布及び泥を汚垢t  I -r 、同一洗浄

浪 の３回使用による洗浄操作をくリ返 い0 回行 い、綿・化絨 の蚤自布 への再汚染をﾉ険封し
た。

結粟　 ①　いずれの洗#J も、同一洗浄波の再硬用により再汚染ポ桂じヽ、同一洗浄液t 再

凌･用しない場合には、洗浄後作をくり＆[  10回行っ て毛再汚染I j 生じ難い。 ②　合成法剤

において、J   I S 無リん洗奏」は、j  I  s 指標洗剤 に比 べ、 わずかに再汚染が六､きいが、市

販 の有リんヒ無リんの洗剤間 の差は特に鎚められない。③　廓t石けんは、合成法剤 に比べ

同一洗浄波 の再使 用II よる再汚染が潅しい。 ④　合成波剤、粉石けん共に、沈剤濃度が丞

下するにつれて、再汚染は丸きくなるが、烏 石ヽけん で特 に顕｡老てヽヽある、 ⑤　拗名 けんにJこ

る洗浄において、予め金属石け んを付丿 方せた白布は、未材鴻(D 白布に比べ、再汚染が尺

き＜. この傾 向it、肌シ-V ツ・衿布 の汚垢の場合ば綿r 、泥の場合は化繊で顕碧であり、

洗浄浪の石けん濃度が恙下するにつれ て?  らに強まる。
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